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ポストモダニティの条件　　第３回プレレジュメ

グループ　熊井晃史・長谷文人・武道良子・山田希

第５章　近代化

■今章のねらい

・ポストモダニズムは近代化それ自体の性質の根本的な変化を反映・予言しているのだろうか、という問いに応答するために、今章は近代化の性質をつかみ、ポストモダニズムの出現について解釈することをその目的としている。

· 近代化の性質　～マルクスの観点から～
＊特徴

・ブルジョワジーによる世界市場を経た国際主義（大きな代価を伴う）

・生産の絶え間ない変革、社会状態の絶え間ない動揺、永遠の不安定と変動

＊起源及び要素

・疎外と分業を前提とした市場交換（資本主義）への参入、労働の賃金労働への転換　　

・貨幣による個人主義、他者性、社会の断片化の一体化

・市場競争の「強制法則」

・混沌状態資本の循環と高度な秩序調整システム

＊諸条件

　　・労働者、個人主義、疎外、断片化、はかなさ、刷新、創造的破壊、投機開発、

　　　生産と消費の方法面で生じる予測のつかない変化、空間と時間の変わりゆく経験

· 結論

· もし、マルクスが述べた資本主義的近代化の諸条件がモダニズムやポストモダニズムにおける物的コンテクストを編んでいるとするなら、ポストモダニズムへの転換は社会的条件のいかなる根本的変化をも反映していない。

第６章　「ポスト」モダニズムかポスト「モダニズム」か？

· 要点

モダニズムとポストモダニズムの関連性を踏まえた上で、ポストモダニズムをどう評価するか。

◎複雑さや微妙な違いに関心をもつ

◎ポストモダニズムの理解→模倣・美学的介入の接合する観点に立つ

・モダニズムの内部の相反する流れ

・モダニストたちの偉大な成果を継承

　　　　　　　　　　　　　　　　↓

モダニズムとポストモダニズムの連続性
断片化、はかなさ、カオス的な側面を強調するポストモダニズムはモダニズムの中の特殊な形の危機

· ポストモダニズムが生み出すもの

・普遍化してきているメタ理論を否定

・具象化・分割化を受容させ、フェティシズムを隠蔽

・脱権力化

→政治経済の現実やグローバルな権力の実情と向き合うことを避ける

メタ理論なしで済ませることは不可能

· 議論点

p.164にある『断片化、はかなさ、混沌とした・・・いわれるほどに浸透していったのか』『強烈なモダンの経験が一九七〇年以来、いわれるほどに協力によみがえったように見えるのか』ということと、これまでの議論を踏まえて、みなさんはポストモダニズムがどのようなものであったと思いますか。

